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1. 研究の背景  

洪水調整や農業用水の取水のための施設

である農業用ため池は全国に 21 万箇所ある

が，老朽化により整備が必要なため池は約 2
万箇所ある．また，新潟県中越地震によって，

堤体斜面のすべり破壊が発生した．そこで，

補強土工法による高耐久性ため池の開発を目

的として（図-1），ジオグリッドで堤体補強し

た実物大のため池を構築し，その挙動を確認

したので報告する．  
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F2. ジオグリッドを用いた補強土工法  
補強土工法は，盛土材料の強度不足を

補うために，引張補強効果や排水補強効

果を有するジオテキスタイル (ジオグリ

ッド)を盛土中に敷設し，土との相互作用

によって，安定性の高い土構造物を築造

するものである 1)．この工法により，急

勾配の盛土の構築や低品質の建設発生土

を適用することが可能となる．

また，ジオグリッドとは，主

に高分子材料からなる製品で，

引張抵抗性のある規則的な格

子構造からなるシート状の物

（図-2）である 2)．補強土工

法の施工手順･実験状況を図-3～図-6 に示す． 
3. 実験概要  

図-7 に示すように堤体下流側 2m の領域を，

ジオグリッドを用いて補強し，さらに 1.2m
の領域には堤体材として，CASE1 では再生

砕石(RC-40)，CASE2 では関東ロームを用い，

均一堤体の部分は関東ロームを用いた．ため

池堤体は，高さ 3.2m，上流勾配 1:1.8，下流勾配 1

図-6 施工後
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図-1 従来工法と補強土工法  
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図-2 ジオグリッド   図-3 施工手順  

ig-2 Geogrid  Fig-3 Construction procedure 
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-4 壁面･ｼﾞｵｸﾞﾘｯﾄﾞの設置  図-5 盛土材の撒出し
:正面（Fig-6 After construction）  
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-7 実験概要図   (Fig-7 Outline of test) 
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である．使用したジオグ

リッドの引張試験の結果

を図-8 に，堤体材料の密

度を表-1 に示す．堤体完

成後，貯水を行い，堤体

の A,B,C の位置での変形量と沈下量の

4. 計測結果  
A,B,C の変形量を図-9 に，

沈下量を図 -10 に示す．変形

量は，CASE1(再生砕石堤体)
では約 3mm，CASE2(関東ロ

ーム堤体)では約 10mm 前方

に変位している．いずれも変

形量は極めて小さく，ジオグ

リッドの補強効果が高いと言

える．また，CASE1 は，CASE2 に比

が顕著に現れている．次に沈下量は，

あり，CASE2 は，CASE1 に比べて 1
ルを用いた補強土の設計マニュアル」

鉛直変位の許容値は，0.03 H（3%）

堤高に対して沈下量は CASE1 では 0
構造物の範疇に入っている．また，関

を高めるために，不織布を用いた補強

Fig-9 
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 材   料
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5. 「ジオテキスタイルを用いた補強土

無対策の盛土と補強盛土の安定計算

の勾配の無補強盛土では，安全率が 0
オグリッドによる補強を行うことに

1.2 を越える安全性を確保することが

地震時でも安全な結果となった．ただ

は，堤体内の浸透の影響を考慮してい

は降雨や貯水の影響を考慮した検討を

6. まとめ  
・ ため池堤体にジオグリッドを用いた

適用し，急勾配のため池を構築する

・ 施工後，約 1 年間の計測においても

定を保っている．今後も動態観測を

参考･引用文献：1)土木研究ｾﾝﾀｰ:ｼﾞｵﾃ
計・施工ﾏﾆｭｱﾙ,2000.2,p.61,p.225. 2
本支部 :ｼﾞｵｼﾝｾﾃｨｯｸｽ入門 ,2001.6,p.4.
設技術審査証明報告書「盛土･地盤補
表-1 堤体の密度  
Density of embankment 
 締固め度 湿潤密度 乾燥密度 含水比

石 －  1.90 g/cm3 1.73 g/cm3  9.9%
計測を行った．  
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図-8 引張試験結果 3) 

Fig-8 Result of tensile test
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図-9 変形量        図-10 沈下量  

0

10

20

30

40

0 50 100 150 200 25
time(day)

沈
下

量
（
m

m
）

A(再生砕石)
B(再生砕石)
C(再生砕石)
A’(ローム)
B’(ローム)
C’(ローム)

※＋：沈下

Ａ

Ａ’

Ｃ

Ｂ

Ｃ’

Ｂ’
※堤体完成時を

 0日とした.
べて小さな変形で留まっており，補強土工法の効果

CASE1 では 7～10mm，CASE2 では 10～40mm で

0～30mm 沈下量が大きい．一方，「ジオテキスタイ

では，コンクリート壁面を使用した補強土構造体の

以下 1) と定めている．これに対し今回の実験では，

.3%，CASE2 では 1.3%であるため，一般的な補強土

東ロームのような高含水比の土については，排水性

方法も有効と思われる．  

Value of displacement  Fig-10 Value of settlement 

の設計マニュアル 1」」での検討  
の比較を行った（図-11）．表-2 の計算結果より，1:0.5
.4 を切るが，ジ

よって，安全率

できた．さらに

し，今回の検討

ないため，今後

行っていく．  

補強土工法を

ことができた．  

図

Fig-11 Outline of analysis and sliding line

，大きな変動はなく，安

続けていく．  
ｷｽﾀｲﾙを用いた補強土の設
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表

Table
 

無補

補強
-2 計算結果  
-2 Result of analysis 

常時 (>1.2) 地震時 (>1.0) 

強  Fs = 0.386 Fs = 0.296 
砂質土：γt=19.0 kN/m3

ｃ=0.5 kN/m2 ,φ=25.0 °

20.0 kN/m2

ジオグリッド
Ｔmax = 36.0 kN/m

補強土すべり線

1.5 m

1.2 m

無補強すべり線

3.7 m

2.0 m

3.2 m1:0.5

砂質土：γt=19.0 kN/m3

ｃ=0.5 kN/m2 ,φ=25.0 °

20.0 kN/m2

ジオグリッド
Ｔmax = 36.0 kN/m

補強土すべり線

1.5 m

1.2 m

無補強すべり線

3.7 m

2.0 m

3.2 m1:0.5

 
-11 計算概要とすべり線（常時）
資(株),2002.5,p26. 

土  Fs = 1.208 Fs = 1.191 

 


